
経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 緩やかに回復している
福岡県の景気は、生産活動は高水準で推移しているほか、個人消費も底堅く推移しているなど、総じてみる

と、緩やかに回復しています。
　（山田　耀介）

1.生産活動 高水準で推移している
3月の鉱工業生産指数(季節調整値)は、前月比

1.0％上昇の106.6となりました。
主要業種では、調味料の生産が減少した｢食料品・

たばこ工業｣や、トランジスタの生産が減少した｢電子
部品・デバイス工業｣が低下したものの、鋼管の生産
が増加した｢金属製品工業｣が上昇するなど、全体とし
ては、高水準で推移しています。

3.住宅建設

3月の新設住宅着工戸数は、前年同月比10.3％増
の3,280戸となりました。

｢分譲(マンション)｣が前年を下回ったものの、｢持
家｣｢貸家｣｢給与｣｢分譲(戸建)｣が前年を上回り、全体
では、3ヵ月連続で前年を上回りました。

4.公共工事 2ヵ月ぶりに前年を下回る
3月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比0.8％減の857件、請負金額が同4.9％減の約329
億円となりました。

発注者別では、宿泊施設建て替えの大型工事が
あった｢市町村｣が前年を上回ったものの、｢国｣｢独立
行政法人等｣｢都道府県｣｢その他公共的団体｣が前年
を下回り、全体では、2ヵ月ぶりに前年を下回りまし
た。

5.企業倒産 負債総額は3ヵ月連続で前年を上回る

2.個人消費 底堅く推移している
3月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比

2.8％増の約581億円となりました。
商品別では、主力の｢衣料品｣が前年同月比2.8%

減、｢飲食料品｣が同6.8％増となりました。
新車登録台数は、前年同月比4.7％減の21,504台

となりましたが、コンビニエンスストア販売額は、前年
同月比2.1％増の約431億円となるなど、全体として
は、底堅く推移しています。　

F u k u o k a

3ヵ月連続で前年を上回る
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3月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数
が前年同月比5件減の32件、負債総額が同48.9％増
の約36億円となりました。

負債額1億円以上の倒産は、｢文具卸業｣での約11
億円の大型倒産をはじめ計7件発生するなど、件数は
3ヵ月ぶりに前年を下回ったものの、負債総額は3ヵ月
連続で前年を上回りました。

■福岡県の鉱工業生産指数（季節調整済、2015年=100）
福岡県、九州経済産業局、経済産業省出所

■福岡県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所
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■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の景気は、生産活動は一部に弱さがみられるものの、高水準で推移しているほか、個人消費も底堅く
推移しているなど、総じてみると、緩やかな回復基調にあります。

（山田　耀介）

1.生産活動

3月の鉱工業生産指数(季節調整値)は、前月比
5.2％上昇の126.0となりました。

主要業種では、｢化学工業｣｢汎用・生産用機械工業｣
が低下したものの、集積回路の製造が増加した｢電子
部品・デバイス工業｣が上昇するなど、全体としては、
一部に弱さがみられるものの、高水準で推移していま
す。

3.住宅建設

3月の新設住宅着工戸数は、前年同月比39.3％減
の958戸となりました。

｢分譲(戸建)｣が前年を上回ったものの、｢持家｣｢貸
家｣｢給与｣｢分譲(マンション)｣が前年を下回り、全体
では、2ヵ月ぶりに前年を下回りました。

4.公共工事

3月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比9.6％減の554件、請負金額が同38.3％減の約
262億円となりました。

災害復旧工事の受注が徐々に減少しており、発注
者別では、公営住宅建設の大型工事があった｢独立行
政法人等｣が前年を上回ったものの、｢国｣｢都道府県｣
｢市町村｣｢その他公共的団体｣が前年を下回り、全体
では、5ヵ月連続で前年を下回りました。

5.企業倒産

3月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数
が前年同月比4件増の5件、負債総額が同472.0％増
の約4億円となりました。

負債額1億円以上の倒産は、｢魚類輸出入業｣での
約2億円の倒産が発生するなど、件数、負債総額とも
に2ヵ月連続で前年を上回りました。

2.個人消費

3月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.5％増の約137億円となりました。

商品別では、主力の｢衣料品｣が前年同月比0.9％
減、｢飲食料品｣が同0.3％増となりました。

新車登録台数は、前年同月比5.6％減の8,017台、
コンビニエンスストア販売額は、前年同月比0.3％減
の約139億円と、ともに前年を下回りましたが、全体
としては、底堅く推移しています。

緩やかな回復基調

一部に弱さがみられるものの、高水準で推移している

2ヵ月ぶりに前年を下回る

5ヵ月連続で前年を下回る

負債総額は2ヵ月連続で前年を上回る

底堅く推移している

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他
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長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、生産活動は一部に弱さがみられるものの、個人消費は底堅く推移しているなど、総じてみると、
一部に弱さがみられるものの、持ち直しの動きがみられます。

（山田　耀介）

1.生産活動 一部に弱さがみられる
3月の鉱工業生産指数(季節調整値)は、前月比

2.3％低下の72.0となりました。
主要業種では、クレーンの生産が増加した｢汎用・

生産用機械工業｣や、調味料の生産が増加した｢食料
品工業｣が上昇したものの、護岸用コンクリートブロッ
クの生産が減少した｢窯業・土石製品工業｣や、修繕船
の生産が減少した｢輸送機械工業｣が低下したほか、
約20％のウエイトを占める｢汎用・生産用機械工業｣
が前年同月比63.5％減(原指数比較)の低水準で推
移しているなど、一部に弱さがみられます。

3.住宅建設 3ヵ月連続で前年を下回る
3月の新設住宅着工戸数は、前年同月比18.9％減

の439戸となりました。
｢持家」｢分譲(戸建･マンション)｣が前年を上回った

ものの、｢貸家｣｢給与｣が前年を下回り、全体では、3ヵ
月連続で前年を下回りました。

4.公共工事 2ヵ月連続で前年を上回る
3月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比31.4％増の347件、請負金額が同60.3％増の約
238億円となりました。

発注者別では、｢都道府県｣が前年を下回ったもの
の、トンネル新設の大型工事があった｢国｣や、新幹線
関連の大型工事があった｢独立行政法人等｣が前年を
上回り、全体では、2ヵ月連続で前年を上回りました。

5.企業倒産 負債総額は6ヵ月連続で前年を上回る
3月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数

が前年同月比1件減の5件、負債総額が同719.1％増
の約34億円となりました。

負債額1億円以上の倒産は、｢不動産管理業｣での
約30億円の大型倒産をはじめ計2件発生するなど、
件数は2ヵ月連続で前年を下回ったものの、負債総額
は6ヵ月連続で前年を上回りました。

2.個人消費 底堅く推移している
3月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比

0.4％減の約84億円となりました。
商品別では、主力の｢衣料品｣が前年同月比2.1％

減、｢飲食料品｣が同2.7％増となりました。
一方で、新車登録台数は、前年同月比2.4%増の

5,380台と、6ヵ月連続で前年を上回っており、コンビ
ニエンスストア販売額も、前年同月比0.5％増の約91
億円となるなど、全体としては、底堅く推移していま
す。

一部に弱さがみられるものの、持ち直しの動きがみられる

経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
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長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、生産活動は一部に弱さがみられるものの、個人消費は底堅く推移しているなど、総じてみると、
一部に弱さがみられるものの、持ち直しの動きがみられます。

（山田　耀介）

1.生産活動 一部に弱さがみられる
3月の鉱工業生産指数(季節調整値)は、前月比

2.3％低下の72.0となりました。
主要業種では、クレーンの生産が増加した｢汎用・

生産用機械工業｣や、調味料の生産が増加した｢食料
品工業｣が上昇したものの、護岸用コンクリートブロッ
クの生産が減少した｢窯業・土石製品工業｣や、修繕船
の生産が減少した｢輸送機械工業｣が低下したほか、
約20％のウエイトを占める｢汎用・生産用機械工業｣
が前年同月比63.5％減(原指数比較)の低水準で推
移しているなど、一部に弱さがみられます。

3.住宅建設 3ヵ月連続で前年を下回る
3月の新設住宅着工戸数は、前年同月比18.9％減

の439戸となりました。
｢持家」｢分譲(戸建･マンション)｣が前年を上回った

ものの、｢貸家｣｢給与｣が前年を下回り、全体では、3ヵ
月連続で前年を下回りました。

4.公共工事 2ヵ月連続で前年を上回る
3月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比31.4％増の347件、請負金額が同60.3％増の約
238億円となりました。

発注者別では、｢都道府県｣が前年を下回ったもの
の、トンネル新設の大型工事があった｢国｣や、新幹線
関連の大型工事があった｢独立行政法人等｣が前年を
上回り、全体では、2ヵ月連続で前年を上回りました。

5.企業倒産 負債総額は6ヵ月連続で前年を上回る
3月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数

が前年同月比1件減の5件、負債総額が同719.1％増
の約34億円となりました。

負債額1億円以上の倒産は、｢不動産管理業｣での
約30億円の大型倒産をはじめ計2件発生するなど、
件数は2ヵ月連続で前年を下回ったものの、負債総額
は6ヵ月連続で前年を上回りました。

2.個人消費 底堅く推移している
3月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比

0.4％減の約84億円となりました。
商品別では、主力の｢衣料品｣が前年同月比2.1％

減、｢飲食料品｣が同2.7％増となりました。
一方で、新車登録台数は、前年同月比2.4%増の

5,380台と、6ヵ月連続で前年を上回っており、コンビ
ニエンスストア販売額も、前年同月比0.5％増の約91
億円となるなど、全体としては、底堅く推移していま
す。

一部に弱さがみられるものの、持ち直しの動きがみられる
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、生産活動は持ち直しの動きがみられるほか、個人消費も一部に弱さがみられるものの、底
堅く推移しているなど、総じてみると、持ち直しの動きがみられます。

（山田　耀介）

1.生産活動

3月の鉱工業生産指数(季節調整値)は、前月比
1.5％低下の97.0となりました。

主要業種では、｢化学工業｣｢食料品工業｣が上昇し
たものの、｢一般機械工業｣｢輸送機械工業｣が低下す
るなど、指数は前月を下回りましたが、全体としては、
持ち直しの動きがみられます。

3.住宅建設

3月の新設住宅着工戸数は、前年同月比53.8％増
の483戸となりました。

｢持家｣｢給与｣が前年を下回ったものの、｢貸家｣｢分
譲（戸建･マンション）｣が前年を上回り、全体では、2ヵ
月連続で前年を上回りました。

4.公共工事

3月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比4.8％増の238件、請負金額が同27.2％減の約65
億円となりました。

発注者別では、｢独立行政法人等｣｢市町村｣｢その
他公共的団体｣が前年を上回ったものの、｢国｣｢都道
府県｣が前年を下回り、全体では、2ヵ月ぶりに前年を
下回りました。

5.企業倒産

3月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が
前年同月比2件増の3件、負債総額が同11.9％増の
約1億円となりました。

負債額1億円以上の倒産は発生しなかったものの、
件数、負債総額ともに2ヵ月連続で前年を上回りまし
た。

2.個人消費

3月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
5.6％減の約49億円となりました。

商品別では、主力の｢衣料品｣が前年同月比3.5％
減、｢飲食料品｣が同6.1％減となりました。

また、新車登録台数も、前年同月比0.7％減の
3,825台となりましたが、コンビニエンスストア販売
額は、前年同月比1.5％増の約65億円となるなど、全
体としては、一部に弱さがみられるものの、底堅く推
移しています。

持ち直しの動きがみられる

持ち直しの動きがみられる

2ヵ月連続で前年を上回る

2ヵ月ぶりに前年を下回る

負債総額は2ヵ月連続で前年を上回る

一部に弱さがみられるものの、底堅く推移している

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、生産活動は持ち直しの動きがみられるほか、個人消費も一部に弱さがみられるものの、底
堅く推移しているなど、総じてみると、持ち直しの動きがみられます。

（山田　耀介）

1.生産活動

3月の鉱工業生産指数(季節調整値)は、前月比
1.5％低下の97.0となりました。

主要業種では、｢化学工業｣｢食料品工業｣が上昇し
たものの、｢一般機械工業｣｢輸送機械工業｣が低下す
るなど、指数は前月を下回りましたが、全体としては、
持ち直しの動きがみられます。

3.住宅建設

3月の新設住宅着工戸数は、前年同月比53.8％増
の483戸となりました。

｢持家｣｢給与｣が前年を下回ったものの、｢貸家｣｢分
譲（戸建･マンション）｣が前年を上回り、全体では、2ヵ
月連続で前年を上回りました。

4.公共工事

3月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比4.8％増の238件、請負金額が同27.2％減の約65
億円となりました。

発注者別では、｢独立行政法人等｣｢市町村｣｢その
他公共的団体｣が前年を上回ったものの、｢国｣｢都道
府県｣が前年を下回り、全体では、2ヵ月ぶりに前年を
下回りました。

5.企業倒産

3月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が
前年同月比2件増の3件、負債総額が同11.9％増の
約1億円となりました。

負債額1億円以上の倒産は発生しなかったものの、
件数、負債総額ともに2ヵ月連続で前年を上回りまし
た。

2.個人消費

3月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
5.6％減の約49億円となりました。

商品別では、主力の｢衣料品｣が前年同月比3.5％
減、｢飲食料品｣が同6.1％減となりました。

また、新車登録台数も、前年同月比0.7％減の
3,825台となりましたが、コンビニエンスストア販売
額は、前年同月比1.5％増の約65億円となるなど、全
体としては、一部に弱さがみられるものの、底堅く推
移しています。

持ち直しの動きがみられる
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の景気は、生産活動は持ち直しの動きがみられるほか、個人消費も底堅く推移しているなど、総じてみ
ると、持ち直しの動きがみられます。

（山田　耀介）

1.生産活動

3月の鉱工業生産指数(季節調整値)は、前月比
7.6％低下の90.5となりました。

主要業種では、目立った上昇を示したものはなかっ
たのに対し、｢輸送機械工業｣｢化学・石油製品工業｣が
低下するなど、指数は前月を下回りましたが、全体と
しては、持ち直しの動きがみられます。

3.住宅建設

3月の新設住宅着工戸数は、前年同月比16.1％減
の411戸となりました。

｢持家｣｢給与｣｢分譲(戸建)｣が前年を上回ったもの
の、｢貸家｣が前年を下回り、全体では、2ヵ月ぶりに前
年を下回りました。

4.公共工事

3月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比26.9％減の419件、請負金額が同36.5％減の約
154億円となりました。

発注者別では、｢独立行政法人等｣｢その他公共的
団体｣が前年を上回ったものの、｢国｣｢都道府県｣｢市
町村｣が前年を下回り、全体では、4ヵ月連続で前年を
下回りました。

5.企業倒産

3月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が
前年同月比4件増の8件、負債総額が同69.6％減の
約24億円となりました。

負債額1億円以上の倒産は、｢水産卸売市場業｣で
の約9億円、｢カレンダー販売業｣での約7億円の倒産
をはじめ計4件発生するなど、件数は2ヵ月連続で前年
を上回ったものの、負債総額は2ヵ月ぶりに前年を下
回りました。

2.個人消費

3月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
5.5％減の約85億円となりました。

商品別では、主力の｢衣料品｣が前年同月比7.0％
減、｢飲食料品｣が同2.2％減となりました。

新車登録台数も、前年同月比6.0％減の5,422台と
なりましたが、コンビニエンスストア販売額は、前年同
月比2.2％増の約86億円となるなど、全体としては、
底堅く推移しています。

持ち直しの動きがみられる

持ち直しの動きがみられる

2ヵ月ぶりに前年を下回る

4ヵ月連続で前年を下回る

負債総額は2ヵ月ぶりに前年を下回る

底堅く推移している

大分県の最近の経済動向

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の景気は、生産活動は持ち直しの動きがみられるほか、個人消費も底堅く推移しているなど、総じてみ
ると、持ち直しの動きがみられます。

（山田　耀介）

1.生産活動

3月の鉱工業生産指数(季節調整値)は、前月比
7.6％低下の90.5となりました。

主要業種では、目立った上昇を示したものはなかっ
たのに対し、｢輸送機械工業｣｢化学・石油製品工業｣が
低下するなど、指数は前月を下回りましたが、全体と
しては、持ち直しの動きがみられます。

3.住宅建設

3月の新設住宅着工戸数は、前年同月比16.1％減
の411戸となりました。

｢持家｣｢給与｣｢分譲(戸建)｣が前年を上回ったもの
の、｢貸家｣が前年を下回り、全体では、2ヵ月ぶりに前
年を下回りました。

4.公共工事

3月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比26.9％減の419件、請負金額が同36.5％減の約
154億円となりました。

発注者別では、｢独立行政法人等｣｢その他公共的
団体｣が前年を上回ったものの、｢国｣｢都道府県｣｢市
町村｣が前年を下回り、全体では、4ヵ月連続で前年を
下回りました。

5.企業倒産

3月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が
前年同月比4件増の8件、負債総額が同69.6％減の
約24億円となりました。

負債額1億円以上の倒産は、｢水産卸売市場業｣で
の約9億円、｢カレンダー販売業｣での約7億円の倒産
をはじめ計4件発生するなど、件数は2ヵ月連続で前年
を上回ったものの、負債総額は2ヵ月ぶりに前年を下
回りました。

2.個人消費

3月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
5.5％減の約85億円となりました。

商品別では、主力の｢衣料品｣が前年同月比7.0％
減、｢飲食料品｣が同2.2％減となりました。

新車登録台数も、前年同月比6.0％減の5,422台と
なりましたが、コンビニエンスストア販売額は、前年同
月比2.2％増の約86億円となるなど、全体としては、
底堅く推移しています。

持ち直しの動きがみられる

持ち直しの動きがみられる

2ヵ月ぶりに前年を下回る

4ヵ月連続で前年を下回る

負債総額は2ヵ月ぶりに前年を下回る

底堅く推移している

大分県の最近の経済動向

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 持ち直しの動きがみられる

1.生産活動 横ばい圏内で推移している
3月の鉱工業生産指数(季節調整値)は、前月比

1.6％低下の95.9となりました。
主要業種では、｢化学工業｣が上昇したものの、｢そ

の他工業（印刷・プラスチック・ゴム・その他）｣｢電子部
品・デバイス工業｣が低下するなど、指数は前月を下
回りましたが、全体としては、横ばい圏内で推移して
います。

3.住宅建設 6ヵ月ぶりに前年を上回る
3月の新設住宅着工戸数は、前年同月比1.1％増の

550戸となりました。
｢分譲(戸建)｣が前年を下回ったものの、｢持家｣｢貸

家｣｢給与｣が前年を上回り、全体では、6ヵ月ぶりに前
年を上回りました。

4.公共工事 6ヵ月ぶりに前年を下回る
3月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比6.5％減の420件、請負金額が同30.6％減の約
117億円となりました。

｢都道府県｣発注のトンネル新設の大型工事などが
行われるも、全ての発注者において前年を下回り、全
体では、6ヵ月ぶりに前年を下回りました。

5.企業倒産 負債総額は3ヵ月連続で前年を下回る
3月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が

前年同月同数の2件、負債総額が前年同月比74.8％
減の約1億円となりました。

負債額1億円以上の倒産は発生せず、件数は2ヵ月
連続で前年同月同数、負債総額は3ヵ月連続で前年を
下回りました。

2.個人消費 底堅く推移している
3月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比

0.5％増の約56億円となりました。
商品別では、主力の｢衣料品｣が前年同月比4.1％

減、｢飲食料品｣が同0.2％増となりました。
新車登録台数は、前年同月比2.8％減の4,878台と

なりましたが、コンビニエンスストア販売額は、前年同
月比2.7％増の約76億円となるなど、全体としては、
底堅く推移しています。

宮崎県の景気は、生産活動は横ばい圏内で推移しているほか、個人消費も底堅く推移しているなど、総じてみ
ると、持ち直しの動きがみられます。

（山田　耀介）

■宮崎県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■宮崎県の鉱工業生産指数（季節調整済、2015年=100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 持ち直しの動きがみられる

1.生産活動 横ばい圏内で推移している
3月の鉱工業生産指数(季節調整値)は、前月比

1.6％低下の95.9となりました。
主要業種では、｢化学工業｣が上昇したものの、｢そ

の他工業（印刷・プラスチック・ゴム・その他）｣｢電子部
品・デバイス工業｣が低下するなど、指数は前月を下
回りましたが、全体としては、横ばい圏内で推移して
います。

3.住宅建設 6ヵ月ぶりに前年を上回る
3月の新設住宅着工戸数は、前年同月比1.1％増の

550戸となりました。
｢分譲(戸建)｣が前年を下回ったものの、｢持家｣｢貸

家｣｢給与｣が前年を上回り、全体では、6ヵ月ぶりに前
年を上回りました。

4.公共工事 6ヵ月ぶりに前年を下回る
3月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比6.5％減の420件、請負金額が同30.6％減の約
117億円となりました。

｢都道府県｣発注のトンネル新設の大型工事などが
行われるも、全ての発注者において前年を下回り、全
体では、6ヵ月ぶりに前年を下回りました。

5.企業倒産 負債総額は3ヵ月連続で前年を下回る
3月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が

前年同月同数の2件、負債総額が前年同月比74.8％
減の約1億円となりました。

負債額1億円以上の倒産は発生せず、件数は2ヵ月
連続で前年同月同数、負債総額は3ヵ月連続で前年を
下回りました。

2.個人消費 底堅く推移している
3月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比

0.5％増の約56億円となりました。
商品別では、主力の｢衣料品｣が前年同月比4.1％

減、｢飲食料品｣が同0.2％増となりました。
新車登録台数は、前年同月比2.8％減の4,878台と

なりましたが、コンビニエンスストア販売額は、前年同
月比2.7％増の約76億円となるなど、全体としては、
底堅く推移しています。

宮崎県の景気は、生産活動は横ばい圏内で推移しているほか、個人消費も底堅く推移しているなど、総じてみ
ると、持ち直しの動きがみられます。

（山田　耀介）

■宮崎県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■宮崎県の鉱工業生産指数（季節調整済、2015年=100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所

20.0

10.0

15.0

5.0

0.0

▲5.0

▲15.0

▲10.0

（%） 宮崎県 全国 九州8県

120

80

100

110

90

宮崎県 全国 九州７県

2014

2014 2016 2017 2018 20192015

2016 2017 2018 20192015

■宮崎県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

西日本建設業保証出所

150

200

250

100

50

0

（億円）
100

50

0

▲50

▲100

（％）

■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

国土交通省出所

（％）

600

500

900

700

800

400

300

200

100

0

（戸）
100

0

▲50

50前年比

2018

2018
311211

2019
109876543 2

前年比

311211
2019

109876543 2

■宮崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

20

10

（億円） （件数）

5

10

負債総額

0

倒産件数

0

2018
3211211

2019
109876543

73

日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会出所

（％）

10.0

0.0

30.0

■宮崎県の新車登録台数（前年比）
宮崎県 全国 九州7県

▲30.0

▲10.0

2017 2018 20192014 20162015

FFG MONTHLY SURVEY



経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 緩やかな回復基調
鹿児島県の景気は、生産活動は一部に弱さがみられるものの、高水準で推移しているほか、個人消費も底堅

く推移しているなど、総じてみると、緩やかな回復基調にあります。
（山田　耀介）

1.生産活動 一部に弱さがみられるものの、高水準で推移している
3月の鉱工業生産指数(季節調整値)は、前月比

1.4％低下の103.8となりました。
主要業種では、｢食料品工業｣が上昇したものの、

｢電子部品・デバイス工業｣｢電気・情報通信機械工業｣
が低下するなど、全体としては、一部に弱さがみられ
るものの、高水準で推移しています。

3.住宅建設 2ヵ月連続で前年を上回る
3月の新設住宅着工戸数は、前年同月比49.1％増

の814戸となりました。
｢給与｣が前年を下回ったものの、｢持家｣｢貸家｣｢分

譲(戸建･マンション)｣が前年を上回り、全体では、2ヵ
月連続で前年を上回りました。

4.公共工事 4ヵ月連続で前年を下回る
3月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比3.7％減の491件、請負金額が同34.2％減の約
147億円となりました。

発注者別では、前年と横ばいの｢独立行政法人等｣
を除き、全ての発注者において前年を下回り、全体で
は、4ヵ月連続で前年を下回りました。

5.企業倒産 負債総額は2ヵ月ぶりに前年を上回る
3月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が

前年同月比3件増の8件、負債総額が同170.9％増の
約23億円となりました。

負債額1億円以上の倒産は、｢延縄漁業｣での約9億
円、｢建築工事業｣での約7億円の倒産をはじめ計5件
発生するなど、件数、負債総額ともに2ヵ月ぶりに前年
を上回りました。

2.個人消費 底堅く推移している
3月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比

1.5％増の約120億円となりました。
商品別では、主力の｢衣料品｣が前年同月比1.3％

減、｢飲食料品｣が前年同月同水準となりました。
新車登録台数は、前年同月比6.0％減の6,447台と

なりましたが、全体としては、底堅く推移しています。
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■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 緩やかな回復基調
鹿児島県の景気は、生産活動は一部に弱さがみられるものの、高水準で推移しているほか、個人消費も底堅

く推移しているなど、総じてみると、緩やかな回復基調にあります。
（山田　耀介）

1.生産活動 一部に弱さがみられるものの、高水準で推移している
3月の鉱工業生産指数(季節調整値)は、前月比

1.4％低下の103.8となりました。
主要業種では、｢食料品工業｣が上昇したものの、

｢電子部品・デバイス工業｣｢電気・情報通信機械工業｣
が低下するなど、全体としては、一部に弱さがみられ
るものの、高水準で推移しています。

3.住宅建設 2ヵ月連続で前年を上回る
3月の新設住宅着工戸数は、前年同月比49.1％増

の814戸となりました。
｢給与｣が前年を下回ったものの、｢持家｣｢貸家｣｢分

譲(戸建･マンション)｣が前年を上回り、全体では、2ヵ
月連続で前年を上回りました。

4.公共工事 4ヵ月連続で前年を下回る
3月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月

比3.7％減の491件、請負金額が同34.2％減の約
147億円となりました。

発注者別では、前年と横ばいの｢独立行政法人等｣
を除き、全ての発注者において前年を下回り、全体で
は、4ヵ月連続で前年を下回りました。

5.企業倒産 負債総額は2ヵ月ぶりに前年を上回る
3月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が

前年同月比3件増の8件、負債総額が同170.9％増の
約23億円となりました。

負債額1億円以上の倒産は、｢延縄漁業｣での約9億
円、｢建築工事業｣での約7億円の倒産をはじめ計5件
発生するなど、件数、負債総額ともに2ヵ月ぶりに前年
を上回りました。

2.個人消費 底堅く推移している
3月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比

1.5％増の約120億円となりました。
商品別では、主力の｢衣料品｣が前年同月比1.3％

減、｢飲食料品｣が前年同月同水準となりました。
新車登録台数は、前年同月比6.0％減の6,447台と

なりましたが、全体としては、底堅く推移しています。
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